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提案理由 

４市の位置的バランスを考慮し、桑橋地先における建設計画を含めた本市内

での第２斎場建設の実現のため、市長の最大限の努力を求める。 

これが、本案を提出する理由である。 



本市内での第２斎場建設実現に向けた市長の最大限の努力を求める決議 

 

本年８月２６日の議員説明会における執行部の説明では、８月２１日に開催

された四市複合事務組合の定例議会において、第２斎場建設事業は平成３１年

１０月の供用開始を目指し事業を進めていたが、環境影響評価に準ずる調査の

結果、八千代市での建設は極めて困難になったこと、及び今後の４市区域内の

火葬需要に対する馬込斎場の火葬能力の限界などから現用地での計画の中止が

決定され、現在、用地の選定は作業中であり白紙状態にある。 

このことを受けて、秋葉市長は、四市複合事務組合に宛てた文書の中で、

「４市の位置的バランスを考慮した際、八千代市での斎場建設が最適であると

の思い」、「条件が変更になることがございましたら、改めて本市内において候

補地の選定をしたい」と回答している。 

本市を候補地とした原点に立ち戻り、４市１００万市民の利便性や位置的バ

ランスを考慮した中で決定された点を重く受け止め、八千代市に斎場を建設す

ることが、今後の４市の斎場事業の運営に最も大きな利点となるものである。 

このことから、本市議会は、庁内に用地選定委員会を設置して、市有地、民

有地を問わず用地の確保に努めるべきであることを提言するとともに、市長は、

四市複合事務組合に対し、本市での斎場建設を積極的に働きかける最大限の努

力を求めるものである。 

以上、決議する。 

 

平成２６年９月２６日 

 

八 千 代 市 議 会   


